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(57)【要約】
【課題】高温・高湿下に一定時間曝されても、高い反射
率を維持できる光反射フィルムを提供する。
【解決手段】透明基材層（Ａ）と、前記透明基材層（Ａ
）の波長５７０ｎｍの光の屈折率よりも高い屈折率を有
する高屈折率層（Ｂ）と、前記透明基材層（Ａ）の波長
５７０ｎｍの光の屈折率よりも低い屈折率を有する低屈
折率層（Ｃ）と、金属反射層（Ｄ）と、保護層（Ｅ）と
をこの順に含み、前記低屈折率層（Ｃ）が、樹脂層であ
り、前記保護層（Ｅ）が、硫黄含有化合物を含む樹脂層
である、光反射フィルム。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基材層（Ａ）と、前記透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍの光の屈折率よりも高い
屈折率を有する高屈折率層（Ｂ）と、前記透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍの光の屈折
率よりも低い屈折率を有する低屈折率層（Ｃ）と、金属反射層（Ｄ）と、保護層（Ｅ）と
をこの順に含み、
　前記低屈折率層（Ｃ）が、樹脂層であり、
　前記保護層（Ｅ）が、硫黄含有化合物を含む樹脂層である、光反射フィルム。
【請求項２】
　前記金属反射層（Ｄ）は、銀又はその合金を主成分とする薄膜である、請求項１に記載
の光反射フィルム。
【請求項３】
　前記低屈折率層（Ｃ）が、硫黄含有化合物をさらに含む、請求項１又は２に記載の光反
射フィルム。
【請求項４】
　前記保護層（Ｅ）は、微粒子をさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の光反
射フィルム。
【請求項５】
　前記保護層（Ｅ）は、黒色顔料をさらに含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の光
反射フィルム。
【請求項６】
　前記高屈折率層（Ｂ）は、金属硫化物を主成分とする薄膜である、請求項３に記載の光
反射フィルム。
【請求項７】
　光源と、請求項１～６のいずれか一項に記載の光反射フィルムとを含む、液晶表示装置
用バックライトユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光反射フィルム及び液晶表示装置用バックライトユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置用バックライトユニットの光反射フィルム、プロジェクションテレ
ビや光学系装置の反射鏡、及びＬＥＤ照明用反射部材等の用途において、金属反射層（主
に銀層）を有する反射部材が用いられている。これらの反射部材は、高い反射率を有する
ことが望まれている。
【０００３】
　中でも、液晶表示装置のバックライトユニットに用いられる光反射フィルムは、色調を
改善する観点から、青色光領域（波長４３０～４７０ｎｍ）の反射率を、可視光領域（波
長５６０～６００ｎｍ）の反射率よりも高くすることが求められている。これに対して銀
層は、青色光領域の平均反射率が、可視光領域の平均反射率よりも低い。そこで、銀層上
に、酸化ケイ素を主成分とする低屈折率薄膜層（Ｂ）と高屈折率薄膜層（Ｃ）をさらに積
層した反射体が検討されている（例えば特許文献１）。
【０００４】
　ところで、液晶表示装置用バックライトユニットの光反射フィルムは、使用時に高温・
高湿環境下に曝されることがある。従って、高温・高湿下に一定時間曝されても、良好な
反射率を維持できる光反射フィルム、即ち、高い湿熱耐久性を有する光反射フィルムが求
められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特許第４４９８２７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の反射体は、高温・高湿下に一定時間曝されると、高い反射
率を維持できないという問題があった。これは、主にＳｉＯ２からなる低屈折率薄膜層が
、銀層との十分な密着性を有しておらず、且つ水分を透過しやすいことによると考えられ
る。そのような反射体を含む液晶表示装置用バックライトユニットは、高温・高湿下に一
定時間曝されると、輝度の低下を生じる虞があった。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、高温・高湿下に一定時間曝されても、
高い反射率を維持できる光反射フィルムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　［１］　透明基材層（Ａ）と、前記透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍの光の屈折率よ
りも高い屈折率を有する高屈折率層（Ｂ）と、前記透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍの
光の屈折率よりも低い屈折率を有する低屈折率層（Ｃ）と、金属反射層（Ｄ）と、保護層
（Ｅ）とをこの順に含み、前記低屈折率層（Ｃ）が、樹脂層であり、前記保護層（Ｅ）が
、硫黄含有化合物を含む樹脂層である、光反射フィルム。
　［２］　前記金属反射層（Ｄ）は、銀又はその合金を主成分とする薄膜である、［１］
に記載の光反射フィルム。
　［３］　前記低屈折率層（Ｃ）が、硫黄含有化合物をさらに含む、［１］又は［２］に
記載の光反射フィルム。
　［４］　前記保護層（Ｅ）は、微粒子をさらに含む、［１］～［３］のいずれかに記載
の光反射フィルム。
　［５］　前記保護層（Ｅ）は、黒色顔料をさらに含む、［１］～［４］のいずれかに記
載の光反射フィルム。
　［６］　前記高屈折率層（Ｂ）は、金属硫化物を主成分とする薄膜である、［３］に記
載の光反射フィルム。
　［７］　光源と、［１］～［６］のいずれかに記載の光反射フィルムとを含む、液晶表
示装置用バックライトユニット。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、高温・高湿下に一定時間曝されても、高い反射率を維持できる光反射
フィルムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の光反射フィルムの一例を示す模式図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の一例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明者らは、金属反射層（Ｄ）の一方の面に「樹脂層からなる低屈折率層（Ｃ）」を
配置し、且つ他方の面に「硫黄含有化合物を含む樹脂層からなる保護層（Ｅ）」を配置す
ることで、光反射フィルムを高温・高湿下に一定時間曝したときの反射率の低下を著しく
低減できることを見出した。この理由は明らかではないが、以下のように考えられる。
【００１２】
　「樹脂層からなる低屈折率層（Ｃ）」は、ＳｉＯ２の薄膜からなる低屈折率層よりも金
属反射層（Ｄ）と親和性が高いため、良好な密着性を有する。また、「硫黄含有化合物を
含む樹脂層からなる保護層（Ｅ）」は、金属反射層（Ｄ）と相互作用しやすい硫黄含有化
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合物を含むので、さらに良好な密着性を有する。従って、「樹脂層からなる低屈折率層（
Ｃ）」と「硫黄含有化合物を含む樹脂層からなる保護層（Ｅ）」とで金属反射層（Ｄ）を
挟持することで、金属反射層（Ｄ）への水分の透過を飛躍的に低減でき、且つ透過した水
分によって金属反射層（Ｄ）の金属原子がイオン化又は凝集するのを高度に抑制できると
考えられる。その結果、高温・高湿下に一定時間曝されても、反射率の低下が著しく低減
された光反射フィルムを得ることができる。本発明はこのような知見に基づいてなされた
ものである。
【００１３】
　１．光反射フィルム
　本発明の光反射フィルムは、透明基材層（Ａ）と、高屈折率層（Ｂ）と、低屈折率層（
Ｃ）と、金属反射層（Ｄ）と、保護層（Ｅ）とをこの順に含む。
【００１４】
　１－１．透明基材層（Ａ）
　透明基材層（Ａ）は、その表面から光を入射させるために、一定以上の光透過性を有す
る。透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍにおける屈折率は、後述するように高屈折率層（
Ｂ）や低屈折率層（Ｃ）の屈折率にもよるが、一定以上の反射率を得やすくする観点から
、例えば１．７以下としうる。透明基材層（Ａ）は、これらの物性を満たす透明樹脂層で
あればよく、高屈折率層（Ｂ）を直接成膜できる観点から、透明樹脂フィルムであること
が好ましい。
【００１５】
　透明樹脂フィルムの例には、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ポリエチレンナフ
タレートフィルム等のポリエステルフィルム、ポリプロピレンフィルム、アクリルフィル
ム、ポリカーボネートフィルム、ポリイミドフィルム、ポリスルホンフィルム、ポリエー
テルエーテルケトンフィルム、セルロースエステル系フィルム、ポリシクロオレフィン系
フィルム等が含まれる。中でも、耐熱性や強度、透明性が高い点から、ポリエチレンテレ
フタレートフィルムやポリプロピレンフィルムが好ましい。
【００１６】
　透明基材層（Ａ）の波長３６０～４００ｎｍでの平均透過率は、８０％以上であること
が好ましく、８５％以上であることがより好ましい。透明基材層（Ａ）の平均透過率は、
日立ハイテクノロジーズ社製の分光光度計Ｕ－４１００により測定することができる。
【００１７】
　透明基材層（Ａ）の厚みは、例えば１０～５００μｍとしうる。透明基材層（Ａ）の厚
みが１０μｍ以上であると、透明基材層（Ａ）による水分バリア性が高いので、金属反射
層（Ｄ）への水分の透過を十分に抑制しうる。透明基材層（Ａ）の厚みは、１０～３００
μｍであることが好ましく、２０～１５０μｍであることがより好ましい。
【００１８】
　１－２．高屈折率層（Ｂ）／低屈折率層（Ｃ）
　高屈折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）は、金属反射層（Ｄ）の反射率を高める増反射
層として機能しうる。高屈折率層（Ｂ）は、透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍの光の屈
折率よりも高い屈折率を有し；低屈折率層（Ｃ）は、透明基材層（Ａ）の波長５７０ｎｍ
の光の屈折率よりも低い屈折率を有する。即ち、高屈折率層（Ｂ）の波長５７０ｎｍの光
の屈折率は、低屈折率層（Ｃ）の波長５７０ｎｍの光の屈折率よりも高い。
【００１９】
　高屈折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）の、波長５７０ｎｍの光の屈折率の差は、十分
な増反射効果を得る点では、０．３５以上であることが好ましく、０．４以上であること
がより好ましく、０．５～１．１０であることがさらに好ましい。
【００２０】
　高屈折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）を増反射層として機能させるためには、高屈折
率層（Ｂ）の波長５７０ｎｍでの屈折率をｎＨ、厚みをｄＨとし、低屈折率層（Ｃ）の波
長５７０ｎｍでの屈折率をｎＬ、厚みをｄＬとしたとき、下記式（１）と（２）を同時に
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満たすことが好ましい。
　式（１）：３００＜８ｄＬ・ｎＬ＜７３０（好ましくは３５０＜８ｄＬ・ｎＬ＜６００
）
　式（２）：３００＜４ｄＨ・ｎＨ＜７３０（好ましくは３５０＜４ｄＨ・ｎＨ＜６００
）
【００２１】
　１－２－１．高屈折率層（Ｂ）
　高屈折率層（Ｂ）の波長５７０ｎｍの光の屈折率ｎＨは、透明基材層（Ａ）や低屈折率
層（Ｃ）との屈折率差を考慮して設定されうるが、例えば１．８５以上であることが好ま
しく、２．００以上２．７０以下であることがより好ましい。高屈折率層（Ｂ）の屈折率
は、主に高屈折率層（Ｂ）に含まれる材料の屈折率や、高屈折率層（Ｄ）の密度で調整さ
れる。
【００２２】
　高屈折率層（Ｂ）の屈折率ｎＨは、以下の方法で測定することができる。即ち、ポリエ
チレンテレフタレート基材上に、厚み１００ｎｍの高屈折率層（単層）を真空蒸着して、
屈折率測定用サンプルを得る。得られたサンプルの波長５７０ｎｍの光の屈折率を、堀場
製分光エリプソメーターＵＶＳＥＬを用いて測定する。
【００２３】
　そのような高屈折率層（Ｂ）は、無機材料を主成分とする無機物層（好ましくは薄膜）
であってもよいし、樹脂を主成分とする樹脂層であってもよい。中でも、高屈折率層（Ｂ
）は、高い屈折率が得られやすい点から、無機材料を主成分とする無機物層であることが
好ましい。主成分として含むとは、高屈折率層（Ｂ）に対する含有量が５０質量％以上で
あることをいう。
【００２４】
　高屈折率層（Ｂ）を構成する無機材料の例には、金属酸化物又は金属硫化物が含まれる
。金属酸化物又は金属硫化物を構成する金属の例には、Ｚｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｎｂ、Ｔａ及
びＩｎ等が含まれる。金属酸化物の例には、ＴｉＯ２、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、
ＺｎＯ、Ｎｂ２Ｏ５、ＺｒＯ２、Ｔａ２Ｏ５、Ｔｉ３Ｏ５、Ｔｉ４Ｏ７、Ｔｉ２Ｏ３及び
ＴｉＯ等が含まれる。金属硫化物の例には、ＺｎＳ、ＭｎＳ等が含まれる。
【００２５】
　中でも、光反射フィルムを用いたバックライトユニットの輝度特性を効果的に高めるこ
とができる点から、金属硫化物が好ましく；高い屈折率と透明性とを有する点から、硫化
亜鉛（ＺｎＳ）がより好ましい。
【００２６】
　金属酸化物又は金属硫化物の含有量は、高屈折率層（Ｂ）に対して９０原子％以上であ
ることが好ましく、９５原子％以上であることがより好ましい。
【００２７】
　高屈折率層（Ｂ）の厚みｄＨは、増反射させる光の波長域によるが、例えば波長４３０
～４７０ｎｍの光の増反射効果を高める点では、２０～８０ｎｍであることが好ましく、
３０～７０ｎｍであることがより好ましい。
【００２８】
　１－２－２．低屈折率層（Ｃ）
　低屈折率層（Ｃ）の波長５７０ｎｍの光の屈折率ｎＬは、透明基材層（Ａ）や高屈折率
層（Ｂ）との屈折率差を考慮して設定されるが、例えば１．８０以下であることが好まし
く、１．３０以上１．７０以下であることがより好ましい。低屈折率層（Ｃ）の屈折率ｎ

Ｌは、主に低屈折率層（Ｃ）に含まれる材料の屈折率や、低屈折率層（Ｃ）の密度で調整
される。
【００２９】
　低屈折率層（Ｃ）の屈折率ｎＬは、ポリエチレンテレフタレート基材上に、厚み１００
ｎｍの低屈折率層（単層）を塗布形成して屈折率測定用サンプルを得る以外は前述と同様
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にして測定することができる。
【００３０】
　低屈折率層（Ｃ）は、樹脂を主成分とする樹脂層である。低屈折率層（Ｃ）を構成する
樹脂は、低屈折率層（Ｃ）に適した屈折率を有する樹脂であればよい。そのような樹脂の
例には、アクリル系樹脂、メラミン系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂、及びセルロー
ス類（セルロースエステルやセルロースエーテル等）が含まれる。このうち、屈折率を調
整しやすい観点から、アクリル系樹脂、メラミン系樹脂及びそれらの混合物が好ましく、
アクリル系樹脂がより好ましい。アクリル系樹脂は、さらにイソシアネート等の硬化剤で
架橋された架橋物（硬化物）であってもよい。
【００３１】
　アクリル系樹脂は、（メタ）アクリル酸エステルの単独重合体又は（メタ）アクリル酸
エステルと他の共重合モノマーとの共重合体でありうる。（メタ）アクリル酸エステルは
、好ましくはメタクリル酸メチルでありうる。
【００３２】
　メタクリル酸メチルと共重合されうる共重合体モノマーの例には、アルキル部分の炭素
数が２～１８のメタクリル酸アルキルエステル；アルキル部分の炭素数が１～１８のアル
キル酸アルキルエステル；アクリル酸、メタクリル酸等のα，β－不飽和酸；マレイン酸
、フマル酸、イタコン酸等の不飽和基含有二価カルボン酸；２－ヒドロキシメチル（メタ
）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピ
ル（メタ）アクリレート、６－ヒドロキシヘキシル（メタ）アクリレート、ジエチレング
リコールモノ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコールモノ（メタ）アクリレート
等のヒドロキシル基含有（メタ）アクリル酸エステル；スチレン、α－メチルスチレン等
の芳香族ビニル化合物；アクリロイルモルフォリン（ＡＣＭＯ）等のアクリルアミド誘導
体等が含まれる。これらは、一種類で用いてもよいし、二種以上を組み合わせて用いても
よい。中でも、硬化剤と架橋して架橋物（硬化物）を形成しうる観点では、ヒドロキシル
基含有（メタ）アクリル酸エステルが好ましい。メタクリル酸メチルと他の共重合モノマ
ーとの共重合体における共重合モノマー由来の構成単位の割合は、５０質量％以下である
ことが好ましく、３０質量％以下であることがより好ましい。
【００３３】
　アクリル系樹脂の具体例には、ポリ（メチルメタクリレート）（ＰＭＭＡ）、ポリ（メ
チルメタクリレート）のコポリマー（ｃｏＰＭＭＡ）等が含まれる。
【００３４】
　樹脂の重量平均分子量は、塗布可能な程度であればよく、例えば１０００～５０万であ
りうる。重量平均分子量は、高速液体クロマトグラフィーにより測定することができる。
【００３５】
　樹脂の含有量は、低屈折率層（Ｃ）全体に対して６０質量％以上であることが好ましい
。樹脂の含有量が５０質量％以上であると、金属反射層（Ｄ）の耐久性を十分に高めうる
。樹脂の含有量は、低屈折率層（Ｃ）全体に対して７０質量％以上であることが好ましく
、８０質量％以上であることがより好ましく、１００質量％であってもよい。
【００３６】
　低屈折率層（Ｃ）は、光反射フィルムの湿熱耐久性を高める観点では、硫黄含有化合物
をさらに含むことが好ましい。硫黄含有化合物を含む樹脂組成物は、金属反射層（Ｄ）を
構成する金属（好ましくは銀）との親和性が高いため、得られる塗膜は金属反射層（Ｄ）
と良好な密着性を有しやすい。
【００３７】
　硫黄含有化合物の例には、メルカプト酢酸、メルカプトプロピオン酸等のチオール基含
有カルボン酸；チオフェノール；１，２－エタンジチオール、１，３－プロパンジチオー
ル等のポリチオール化合物；３－メルカプト－１，２，４－トリアゾール、１－メチル－
３－メルカプト－１，２，４－トリアゾール等のチオール基含有トリアゾール化合物；２
－メルカプトベンゾチアゾール等のチオール基含有ベンゾチアゾール化合物；２－メルカ
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プトベンゾイミダゾール等のチオール基含有ベンゾイミダゾール化合物；２－メルカプト
ベンゾオキサゾール等のチオール基含有ベンゾオキサゾール化合物；チアゾール、チアゾ
リン、チアゾロン、チアゾリジン、チアゾリドン、イソチアゾール、ベンゾチアゾール、
２－Ｎ，Ｎ－ジエチルチオベンゾチアゾール、Ｐ－ジメチルアミノベンザルロダニン、及
び２－メルカプトベンゾチアゾール等のチアゾール化合物；チオナリド；３－メルカプト
プロピルトリメトキシシラン等のチオール基含有シラン化合物；ポリオール（ブタンジオ
ール、ヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、及びペンタエリスリトール等）とチ
オール基含有モノカルボン酸（チオグリコール酸及びメルカプトプロピオン酸等）とを反
応させて得られるチオール基含有カルボン酸誘導体（グリコールジメルカプトアセテート
、ブタンジオールビスチオグリコレート（ＢＤＴＧ）、トリメチロールプロパントリスチ
オグリコレート（ＴＭＴＧ）、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート（ＴＭ
ＴＰ）及びペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート（ＰＥＴＧ）等）；モノ
アルコール（ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール等）とチオエーテル基含有ポリ
カルボン酸（チオジプロピオン酸等）とを反応させて得られるチオエーテル含有アルコー
ル誘導体（ジラウリル３，３－チオジプロピオネート、ジミリスチル３，３’－チオジプ
ロピオネート、ジステアリル３，３－チオジプロピオネート、ラウリルステアリル３，３
－チオジプロピオネート等）；スルフラン、ペルスルフラン等の硫黄含有キレート化合物
等が挙げられる。
【００３８】
　中でも、分子内にチオール基を有する化合物が好ましく、トリメチロールプロパントリ
スチオグリコレート（ＴＭＴＧ）、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート（
ＴＭＴＰ）及びペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート（ＰＥＴＧ）等のチ
オール基含有カルボン酸誘導体がより好ましい。
【００３９】
　硫黄含有化合物の含有量は、低屈折率層（Ｃ）に含まれる樹脂の合計に対して０．５～
２０質量％であることが好ましい。硫黄含有化合物の含有量が０．５質量％以上であると
、金属反射層（Ｄ）と低屈折率層（Ｃ）との相互作用が十分に高められるので、金属反射
層（Ｄ）の湿熱耐久性を十分に高めうる。硫黄含有化合物の含有量が２０質量％以下であ
ると、硫黄含有化合物の光吸収に伴う着色や反射率の低下が生じにくい。硫黄含有化合物
の含有量は、低屈折率層（Ｃ）に含まれる樹脂の合計に対して１～１０質量％であること
がより好ましい。
【００４０】
　低屈折率層（Ｃ）の厚みｄＬは、増反射させる光の波長域によるが、例えば波長４３０
～４７０ｎｍの光の増反射効果を高める点では、１０～７０ｎｍであることが好ましく、
１５～５０ｎｍであることがより好ましく、２０～４０ｎｍであることが更に好ましい。
【００４１】
　高屈折率層（Ｂ）や低屈折率層（Ｃ）の厚みを特定する際、高屈折率層（Ｂ）や低屈折
率層（Ｃ）の組成が連続的に変化し、層界面が明確でない場合がある。そのような場合、
「高屈折率層（Ｂ）と低屈折率層（Ｃ）の全体のうち最大屈折率」－「高屈折率層（Ｂ）
と低屈折率層（Ｃ）の全体のうち最小屈折率」＝Δｎとしたとき、２層間の最小屈折率＋
Δｎ／２の地点を「高屈折率層（Ｂ）と低屈折率層（Ｃ）との層界面」とみなすことがで
きる。
【００４２】
　高屈折率層（Ｂ）と低屈折率層（Ｃ）の全体における最大屈折率及び最小屈折率は、高
屈折率層（Ｂ）と低屈折率層（Ｃ）のそれぞれの深さ方向の原子組成をＸＰＳによって測
定し、該原子組成に基づいて計算して求めることができる。高屈折率層（Ｂ）と低屈折率
層（Ｃ）の深さ方向の原子組成は、スパッタ法を用いて光反射フィルムの表面から深さ方
向へエッチングを行いながら、各深さにおける原子組成比をＸＰＳ表面分析装置により測
定したり；高屈折率層（Ｂ）や低屈折率層（Ｃ）の積層膜を切断して、切断面の原子組成
比をＸＰＳ表面分析装置で測定したりすることによって得ることができる。
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【００４３】
　１－３．金属反射層（Ｄ）
　金属反射層（Ｄ）は、光を反射する機能を有する。金属反射層（Ｄ）は、Ａｌ、Ａｇ、
Ｃｒ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｔｉ、Ｍｇ、Ｒｈ、Ｐｔ、Ａｕ及びそれらの合金からなる群より選ば
れる一以上を主成分として含む。中でも、高い反射率を有する点では、金属反射層（Ｄ）
はＡｌ、Ａｇ又はそれらの合金を主成分として含むことが好ましく、Ａｇ又はその合金を
主成分として含むことがより好ましい。主成分として含むとは、金属反射層（Ｄ）に対す
る含有量が９０原子％以上であることをいう。
【００４４】
　Ａｇ又はその合金の含有量は、金属反射層（Ｄ）に対して９０原子％以上であることが
好ましく、９９．９原子％以上であることがより好ましい。
【００４５】
　金属反射層（Ｄ）は、Ａｇ又はその合金以外の他の金属をさらに含んでもよい。他の金
属の例には、Ａｕ、Ｐｄ、Ｓｎ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｃｕ、Ｔｉ、Ｂｉ及びそれらの合金が含ま
れ、好ましくはＡｕとＡｇ合金でありうる。
【００４６】
　金属反射層（Ｄ）は、後述するように真空製膜法で形成された薄膜であることが好まし
い。
【００４７】
　金属反射層（Ｄ）の厚みは、反射率の点から、３０～２００ｎｍであることが好ましい
。金属反射層（Ｄ）の厚みが３０ｎｍ以上であると、透過光の割合が増大することによる
反射率の低下を抑制できる。金属反射層（Ｄ）の厚みが２００ｎｍ以下であると、製造コ
ストの増大を抑制しうる。金属反射層（Ｄ）の厚みが３０～１５０ｎｍであることがより
好ましく、８０～１５０ｎｍであることがさらに好ましい。
【００４８】
　金属反射層（Ｄ）の表面反射率は、８０％以上であることが好ましく、９０％以上であ
ることがより好ましい。金属反射層（Ｄ）の表面反射率は、日立ハイテクノロジーズ社製
の分光光度計Ｕ－４１００により測定することができる。
【００４９】
　１－４．保護層（Ｅ）
　保護層（Ｅ）は、金属反射層（Ｄ）の裏面（光入射面とは反対側の面）への外部からの
水分や酸素の透過を抑制することで、腐食を抑制する機能を有する。保護層（Ｅ）は、樹
脂と、硫黄含有化合物とを含む。
【００５０】
　保護層（Ｅ）に含まれる樹脂は、低屈折率層（Ｃ）に含まれる樹脂と同様のものを用い
ることができる。中でも、前述のアクリル系樹脂が好ましい。
【００５１】
　樹脂の含有量は、保護層（Ｅ）全体に対して６０質量％以上であることが好ましい。樹
脂の含有量が６０質量％以上であると、金属反射層（Ｄ）の湿熱耐久性を十分に高めうる
。樹脂の含有量は、保護層（Ｅ）全体に対して７０質量％以上であることが好ましく、８
０質量％以上であることがより好ましい。
【００５２】
　保護層（Ｅ）に含まれる硫黄含有化合物は、低屈折率層（Ｃ）に含まれる硫黄含有化合
物と同様のものを用いることができる。中でも、金属反射層（Ｄ）の腐食を良好に抑制で
きる点から、分子内にチオール基を有する化合物が好ましく、トリメチロールプロパント
リスチオグリコレート（ＴＭＴＧ）、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート
（ＴＭＴＰ）及びペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート（ＰＥＴＧ）等の
チオール基含有カルボン酸誘導体がより好ましい。
【００５３】
　硫黄含有化合物の含有量は、保護層（Ｅ）に含まれる樹脂の合計に対して０．５～２０
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質量％であることが好ましい。硫黄含有化合物の含有量が０．５質量％以上であると、金
属反射層（Ｄ）の湿熱耐久性を十分に高めうる。硫黄含有化合物の含有量が２０質量％以
下であると、保護層（Ｅ）の硬化不良やひび割れが生じるのを抑制しうる。硫黄含有化合
物の含有量は、保護層（Ｅ）に含まれる樹脂の合計に対して１～１０質量％であることが
より好ましい。
【００５４】
　保護層（Ｅ）は、必要に応じて他の成分をさらに含んでもよい。他の成分の例には、黒
色顔料や微粒子（マット剤）等が含まれる。
【００５５】
　黒色顔料は、金属反射層（Ｄ）のピンホールを透過した光が、金属反射層（Ｄ）の裏面
から漏れ出る（製品にした時に、金属反射層（Ｄ）のピンホールを透過した光が筐体内に
漏れる）のを抑制する機能を有しうる。そのような黒色顔料の例には、カーボンブラック
が含まれる。黒色顔料の含有量は、金属反射層（Ｄ）の裏面から漏れ出る光を吸収できる
程度であればよく、例えば保護層（Ｅ）の全体に対して０．５～１０質量％としうる。
【００５６】
　微粒子は、光反射フィルムに耐ブロッキング性を付与するマット剤として機能しうる。
そのような微粒子は、無機微粒子又は樹脂微粒子でありうる。無機微粒子の例には、二酸
化珪素、二酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、炭酸カルシウム、タルク
、クレイ、焼成カオリン、焼成ケイ酸カルシウム、水和ケイ酸カルシウム、ケイ酸アルミ
ニウム、ケイ酸マグネシウム及びリン酸カルシウム等の微粒子が含まれる。樹脂微粒子の
例には、シリコーン樹脂、フッ素樹脂及びアクリル樹脂の微粒子が含まれる。これらの中
でも、二酸化珪素の微粒子が好ましい。二酸化珪素の微粒子の例には、アエロジル２００
Ｖ、アエロジルＲ９７２Ｖが含まれる。
【００５７】
　微粒子の一次粒子径は、５～４００ｎｍであることが好ましく、１０～３００ｎｍであ
ることがより好ましい。微粒子は、粒径０．０５～０．３μｍの２次凝集体として含有さ
れてもよい。微粒子の含有量は、保護層（Ｅ）全体に対して０．０１～１質量％程度とし
うる。
【００５８】
　保護層（Ｅ）の厚みは、金属反射層（Ｄ）への水分の透過を十分に抑制しうる程度であ
ればよく、例えば３０～３００ｎｍであることが好ましい。保護層（Ｅ）の厚みが３０ｎ
ｍ以上であると、金属反射層（Ｄ）の裏面への水分の透過を十分に抑制しうる。保護層（
Ｅ）の厚みが３００ｎｍ以下であると、保護層（Ｅ）の熱変形しようとする力を低減でき
るので、保護層（Ｅ）と金属反射層（Ｄ）の熱変形量の差に起因する金属反射層（Ｄ）の
割れや剥がれを抑制しうる。保護層（Ｅ）の厚みは、５０～２００ｎｍであることがより
好ましい。
【００５９】
　１－５．その他の層
　本発明の光反射フィルムは、本発明の効果を損なわない範囲で、他の層をさらに含んで
もよい。例えば、保護層（Ｅ）の金属反射層（Ｄ）が配置された面とは反対側の面に、他
の基材層（Ｆ）をさらに配置してもよい。他の基材層（Ｆ）は、透明であっても透明でな
くてもよく、その例には、前述の透明基材層（Ａ）と同様の樹脂を用いることができる。
【００６０】
　１－６．積層構造
　本発明の光反射フィルムに含まれる高屈折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）は、それぞ
れ１つであってもよいし、複数あってもよい。複数の高屈折率層（Ｂ）は、互いに同じで
あっても異なってもよい。複数の低屈折率層（Ｃ）は、互いに同じであっても異なっても
よい。金属反射層（Ｄ）側から、低屈折率層（Ｃ）と高屈折率層（Ｂ）がこの順序で合計
２ｍ層（ｍは１以上の整数）積層されていればよい。
【００６１】
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　本発明の光反射フィルムの積層構造の例には、以下の態様が含まれる。以下の態様にお
いて、Ａは透明基材層（Ａ）であり、Ｂは高屈折率層（Ｂ）であり、Ｃは低屈折率層（Ｃ
）であり、Ｄは金属反射層（Ｄ）であり、Ｅは保護層（Ｅ）である。以下の態様において
、右側が光入射側に相当する。
　Ｅ／Ｄ／Ｃ／Ｂ／Ａ
　Ｅ／Ｄ／Ｃ／Ｂ／Ｃ／Ｂ／Ａ
　Ｅ／Ｄ／Ｃ／Ｂ／Ｃ／Ｂ／Ｃ／Ｂ／Ａ
【００６２】
　「Ｃ／Ｂ」の繰り返し数ｍは、求められる反射率にもよるが、例えば１～１０であり、
１～５であることが好ましく、１又は２であることがより好ましい。増反射膜として十分
に機能させる点では、低屈折率層（Ｃ）と高屈折率層（Ｂ）とは互いに接していることが
好ましい。
【００６３】
　図１は、本発明の光反射フィルムの一例を示す模式図である。光反射フィルム１０は、
透明基材層（Ａ）１１、高屈折率層（Ｂ）１３、低屈折率層（Ｃ）１５、金属反射層（Ｄ
）１７、及び保護層（Ｅ）１９をこの順に含む。光反射フィルム１０の光入射面は、透明
基材層（Ａ）１１の表面である。
【００６４】
　１－７．物性
　（平均反射率）
　本発明の光反射フィルムの、波長４３０ｎｍ～４７０ｎｍでの平均反射率は、例えば９
４％以上でありうる。また、本発明の光反射フィルムの、波長４３０ｎｍ～４７０ｎｍの
平均反射率Ｒ１は、波長５６０ｎｍ～６００ｎｍの平均反射率Ｒ２よりも高いことが好ま
しい。このような平均反射率を有する光反射フィルムは、例えば液晶表示装置用バックラ
イトユニットの光反射フィルムとして好適である。
【００６５】
　光反射フィルムの平均反射率は、日立ハイテクノロジーズ社製の分光光度計Ｕ－４１０
０（固体試料測定システム）を用いて、入射角５°の条件で測定することができる。
【００６６】
　本発明の光反射フィルムの厚みは、例えば１０～５００μｍとすることができ、１０～
３００μｍであることが好ましく、２０～１５０μｍであることがより好ましい。
【００６７】
　２．光反射フィルムの製造方法
　本発明の光反射フィルムは、任意の方法で製造することができ、例えば透明基材層（Ａ
）上に、高屈折率層（Ｂ）、低屈折率層（Ｃ）、金属反射層（Ｄ）及び保護層（Ｅ）を順
次積層して製造することができる。
【００６８】
　高屈折率層（Ｂ）の形成は、真空製膜法で行うことができる。真空製膜法は、抵抗加熱
式真空蒸着法、電子ビーム加熱式真空蒸着法、イオンプレーティング法、イオンビームア
シスト真空蒸着法及びスパッタ法が含まれる。中でも、連続的な製膜方式であるロール・
トゥ・ロールでの製膜が可能である点から、真空蒸着法がより好ましい。
【００６９】
　低屈折率層（Ｃ）の形成は、塗布法で行うことができる。具体的には、高屈折率層（Ｂ
）上に、低屈折率層（Ｃ）用樹脂組成物を塗布した後、乾燥又は硬化させて低屈折率層（
Ｃ）を形成することができる。
【００７０】
　低屈折率層（Ｃ）用樹脂組成物は、前述の樹脂と、溶剤とを含む。溶剤は、前述の樹脂
を良好に分散させるものであればよく、例えば非プロトン性溶剤であることが好ましい。
非プロトン性溶剤の例には、ペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、トルエン等の炭化水
素溶媒；塩化メチレン、トリクロロエタン等のハロゲン炭化水素溶媒；酢酸エチル、酢酸



(11) JP 2017-62425 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

ブチル等のエステル類；アセトン、メチルエチルケトン等のケトン類；ジブチルエーテル
、ジオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類等が含まれる。
【００７１】
　低屈折率層（Ｃ）用樹脂組成物は、必要に応じて前述の硫黄含有化合物や硬化剤をさら
に含みうる。硬化剤の例には、ポリイソシアネート、メラミン系化合物、エポキシ系化合
物等が含まれる。硬化剤の含有量は、前述の樹脂に対して０．１～１５質量％程度としう
る。
【００７２】
　樹脂組成物の塗布は、例えばグラビアコート法、スピンコート法及びバーコート法等に
より行うことができる。樹脂組成物の塗膜の硬化は、光硬化又は熱硬化であり、好ましく
は熱硬化でありうる。
【００７３】
　金属反射層（Ｄ）の形成は、真空製膜法で行うことができる。真空製膜法は、前述と同
様に、真空蒸着法であることが好ましい。
【００７４】
　保護層（Ｅ）の形成は、前述と同様に塗布法で行うことができる。具体的には、金属反
射層（Ｄ）上に、保護層（Ｅ）用樹脂組成物を塗布した後、乾燥又は硬化させて保護層（
Ｅ）を形成する。保護層（Ｅ）用樹脂組成物は、前述の樹脂と、硫黄含有化合物と、溶剤
とを含み、必要に応じて硬化剤をさらに含みうる。溶剤及び硬化剤は、それぞれ前述と同
様のものを用いることができる。
【００７５】
　３．光反射フィルムの用途
　本発明の光反射フィルムは、各種用途の反射部材、例えば液晶表示装置用バックライト
ユニットの光反射フィルム、プロジェクションテレビの反射鏡及びランプリフレクター等
として用いることができる。中でも、本発明の光反射フィルムは、良好な反射率と湿熱耐
久性とを有する点から、液晶表示装置用バックライトユニットの光反射フィルムとして好
ましく用いられる。
【００７６】
　（液晶表示装置用バックライトユニット）
　液晶表示装置用バックライトユニットは、光源と、本発明の光反射フィルムとを含む。
本発明の光反射フィルムは、その透明基材層（Ａ）が、光源又は導光板の裏面（液晶表示
パネルと対向しない面）と対向するように配置される。
【００７７】
　光源の例には、冷陰極管（ＣＣＦＬ）、熱陰極管（ＨＣＦＬ）、外部電極蛍光管（ＥＥ
ＦＬ）、平面蛍光管（ＦＦＬ）、発光ダイオード素子（ＬＥＤ）、及び有機エレクトロル
ミネッセンス素子（ＯＬＥＤ）等が含まれる。中でも、冷陰極管（ＣＣＦＬ）や発光ダイ
オード素子（ＬＥＤ）が好ましい。
【００７８】
　液晶表示装置用バックライトユニットは、他の光学フィルムをさらに含んでもよい。他
の光学フィルムの例には、光拡散フィルムやプリズムフィルムが含まれる。光拡散フィル
ムの例には、フィラーやビーズ含有のバインダーを塗装した拡散フィルムが含まれる。
【００７９】
　液晶表示装置用バックライトユニットは、直下型のバックライトユニットであってもよ
いし、サイドエッジ型のバックライトユニットであってもよい。中・小型の液晶表示装置
に適することから、サイドエッジ型のバックライトユニットが好ましい。
【００８０】
　サイドエッジ型のバックライトユニットは、光源と、それと隣接して配置される導光板
と、導光板の裏面側に配置される光反射フィルムとを含み、必要に応じて他の光学フィル
ムをさらに含んでもよい。サイドエッジ型のバックライトユニットの態様の一例には、後
述する図２に示されるバックライトユニット４０が含まれる。
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【００８１】
　（液晶表示装置）
　本発明の液晶表示装置は、液晶表示パネルと、バックライトユニットとを含む。図２は
、本発明の液晶表示装置の一例を示す断面図である。同図は、サイドエッジ型のバックラ
イトユニットを用いた場合の一例である。図２に示されるように、液晶表示装置２０は、
液晶表示パネル３０と、サイドエッジ型のバックライトユニット４０とを含む。
【００８２】
　液晶表示パネル３０は、液晶セル３１と、それを挟持する一対の偏光板３３及び３５と
を含む。液晶セル３１の表示方式は、特に制限されず、ＶＡ（ＭＶＡ、ＰＶＡ）やＩＰＳ
等の種々の表示モードでありうる。偏光板３３及び３５は、それぞれ偏光子と、その少な
くとも一方の面に配置された保護フィルムとを含む。
【００８３】
　サイドエッジ型のバックライトユニット４０は、棒状の光源４１と、側端部が光源４１
と隣接するように配置された導光板４３と、導光板４３の裏面側に配置された光反射フィ
ルム１０と、導光板４３の表面側に配置された複数の光学フィルム４５とを含む。光反射
フィルム１０は、その透明基材層（Ａ）１１が導光板４３と対向するように配置されてい
る。
【００８４】
　光源４１は、ランプリフレクター４２で覆われている。複数の光学フィルム４５は、図
２の態様に限定されず、光学フィルム４５がなくてもよいし、光学フィルムの組み合わせ
や枚数を変更してもよい。
【００８５】
　サイドエッジ型のバックライトユニット４０では、光源４１から発せられた光が導光板
４３の内部を伝播する。導光板４３から出た光の一部は、光反射フィルム１０で反射され
、導光板４３の表面側（液晶表示パネル３０側）に出射される。導光板４３の表面側に出
射した光は、光拡散フィルム４７で拡散され、プリズムフィルム４９で屈折されて、液晶
表示パネル３０の全面に入射される。
【００８６】
　光反射フィルム１０は、高温・高湿下に一定時間曝されても、高い反射率を維持しうる
。従って、そのような光反射フィルム１０を含む液晶表示装置２０は、長時間にわたって
高い光利用効率を維持しうる。
【実施例】
【００８７】
　以下、実施例により本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されるもので
はない。
【００８８】
　＜実施例１＞
　（低屈折率層（Ｃ－１）用樹脂組成物の調製）
　樹脂としてダイヤナールＢＲ－６０８（三菱レイヨン（株）製、アクリル系樹脂）を、
メチルエチルケトン（ＭＥＫ）に３質量％となるように添加し、混合して低屈折率層（Ｃ
－１）用樹脂組成物を調製した。
【００８９】
　（保護層（Ｅ－１）用樹脂組成物の調製）
　樹脂としてダイヤナールＢＲ－６０８（三菱レイヨン（株）製、アクリル系樹脂）を、
メチルエチルケトン（ＭＥＫ）に３質量％となるように溶解させた後、硫黄含有化合物と
してトリメチロールプロパントリスチオプロピオネート（ＴＭＴＰ、淀化学社製）を、ダ
イヤナール固形分に対して１質量％となるように添加し、混合して保護層（Ｅ）用樹脂組
成物を調製した。
【００９０】
　（光反射フィルムの作製）
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　透明基材層（Ａ）として、厚み２５μｍの透明ポリエステルフィルム（東洋紡社製Ａ４
１００）を準備した。この透明ポリエステルフィルムの一方の面に、硫化亜鉛（ＺｎＳ）
を真空蒸着して、厚み５０ｎｍの高屈折率層（Ｂ）を形成した。次いで、高屈折率層（Ｂ
）上に、上記調製した低屈折率層（Ｃ－１）用樹脂組成物を塗布した後、９０℃で１分間
乾燥させて、厚み３０ｎｍの低屈折率層（Ｃ）を形成した。次いで、低屈折率層（Ｃ）上
に、銀（Ａｇ）を真空蒸着して、厚み１２０ｎｍの金属反射層（Ｄ）を形成した。そして
、金属反射層（Ｄ）上に、上記調製した保護層（Ｅ－１）用樹脂組成物を塗布した後、９
０℃で１分間乾燥させて、厚み３０ｎｍの保護層（Ｅ）を形成し、光反射フィルムを得た
。
【００９１】
　＜実施例２＞
　（低屈折率層（Ｃ－２）用樹脂組成物の調製）
　硫黄含有化合物としてトリメチロールプロパントリスチオプロピオネート（ＴＭＴＰ、
淀化学社製）を、ダイヤナール固形分に対して１質量％となるようにさらに添加した以外
は実施例１と同様にして低屈折率層（Ｃ－２）用樹脂組成物を調製した。
【００９２】
　（光反射フィルムの作製）
　低屈折率層（Ｃ－２）用樹脂組成物を用いて低屈折率層（Ｃ）を形成した以外は実施例
１と同様にして光反射フィルムを得た。
【００９３】
　＜実施例３＞
　（保護層（Ｅ－２）用樹脂組成物の調製）
　マット剤としてシリカ微粒子（アエロジル　Ｒ９７２Ｖ　日本アエロジル（株）製、一
次粒径：１６ｎｍ）を、固形分（ダイヤナール固形分及び硫黄含有化合物の合計）に対し
て１質量％となるようにさらに添加した以外は実施例２と同様にして保護層（Ｅ－２）用
樹脂組成物を調製した。
【００９４】
　（光反射フィルムの作製）
　保護層（Ｅ－２）用樹脂組成物を用いて保護層（Ｅ）を形成した以外は実施例１と同様
にして光反射フィルムを得た。
【００９５】
　＜実施例４＞
　（保護層（Ｅ－３）用樹脂組成物の調製）
　黒色顔料としてカーボンブラック〔三菱化学（株）製、品番：ＭＡ１００〕（不揮発分
中のカーボンブラック濃度：４０質量％）を、ダイヤナール固形分に対して１質量％とな
るようにさらに添加した以外は実施例３と同様にして保護層（Ｅ－３）用樹脂組成物を調
製した。
【００９６】
　（光反射フィルムの作製）
　保護層（Ｅ－３）用樹脂組成物を用いて保護層（Ｅ）を形成した以外は実施例２と同様
にして光反射フィルムを得た。
【００９７】
　＜実施例５～８＞
　高屈折率層（Ｂ）の材料を酸化ニオブ（Ｎｂ２Ｏ５）に変更した以外は実施例１～４と
それぞれ同様にして光反射フィルムを得た。
【００９８】
　＜比較例１＞
　（保護層（Ｒ－１）用樹脂組成物の調製）
　樹脂としてダイヤナールＢＲ－６０８（三菱レイヨン（株）製、アクリル系樹脂）を、
メチルエチルケトン（ＭＥＫ）に３質量％となるように溶解させた後、硬化剤としてコロ
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ネートＨＸを樹脂固形分（ダイヤナール固形分）に対して１質量％となるように添加し、
混合して保護層（Ｒ－１）用樹脂組成物を調製した。
【００９９】
　（光反射フィルムの作製）
　低屈折率層を、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）を真空蒸着して形成し、且つ保護層を、上記調
製した保護層（Ｒ－１）用樹脂組成物を用いて形成した以外は実施例１と同様にして光反
射フィルムを得た。
【０１００】
　＜比較例２＞
　低屈折率層を、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）を真空蒸着して形成した以外は実施例１と同様
にして光反射フィルムを得た。
【０１０１】
　＜比較例３＞
　低屈折率層を、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）を真空蒸着して形成し、且つ保護層を比較例１
で調製した保護層（Ｒ－１）用樹脂組成物を用いて形成した以外は実施例５と同様にして
光反射フィルムを得た。
【０１０２】
　＜比較例４＞
　低屈折率層を、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）を真空蒸着して形成した以外は実施例５と同様
にして光反射フィルムを得た。
【０１０３】
　＜比較例５＞
　透明基材層として、厚み２５μｍの透明ポリエステルフィルム（東洋紡社製Ａ４１００
）を準備した。この透明ポリエステルフィルムの一方の面に、酸化チタン（ＴｉＯ２）を
真空蒸着して、厚み５５ｎｍの高屈折率層を形成した。次いで、高屈折率層上に、酸化ケ
イ素（ＳｉＯ２）を真空蒸着して厚み４８ｎｍの低屈折率層を形成した。次いで、低屈折
率層上に、銀（Ａｇ）を真空蒸着して、厚み１２０ｎｍの金属反射層を形成した。そして
、金属反射層上に、実施例１で調製した保護層（Ｅ－１）用樹脂組成物を塗布した後、９
０℃で１分間乾燥させて、厚み３０ｎｍの保護層を形成し、光反射フィルムを得た。
【０１０４】
　＜比較例６＞
　透明基材層として、厚み２５μｍの透明ポリエステルフィルム（東洋紡社製Ａ４１００
）を準備した。この透明ポリエステルフィルムの一方の面に、硫化亜鉛（ＺｎＳ）を真空
蒸着して、厚み５０ｎｍの高屈折率層を形成した。次いで、高屈折率層上に、実施例１で
調製した低屈折率層（Ｃ－１）用樹脂組成物を塗布した後、９０℃で１分間乾燥させて、
厚み３０ｎｍの低屈折率層を形成した。次いで、低屈折率層上に、銀（Ａｇ）を真空蒸着
して、厚み１２０ｎｍの金属反射層を形成した。そして、金属反射層上に、比較例１で調
製した保護層（Ｒ－１）用樹脂組成物を塗布した後、９０℃で１分間乾燥させて、厚み３
０ｎｍの保護層を形成し、光反射フィルムを得た。
【０１０５】
　＜比較例７＞
　透明基材層として、厚み２５μｍの透明ポリエステルフィルム（東洋紡社製Ａ４１００
）を準備した。この透明ポリエステルフィルムの一方の面に、銀（Ａｇ）を真空蒸着して
、厚み１２０ｎｍの金属反射層を形成した。そして、金属反射層上に、比較例１で調整し
た保護層（Ｒ－１）用樹脂組成物を塗布した後、９０℃で１分間乾燥させて、厚み３０ｎ
ｍの保護層を形成し、光反射フィルムを得た。
【０１０６】
　各実施例／比較例で用いた、透明基材層（Ａ）の平均透過率、透明基材層（Ａ）、高屈
折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）の屈折率を、それぞれ以下の方法で測定した。
【０１０７】
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　（１）透明基材層（Ａ）の平均透過率
　透明基材層（Ａ）の３６０～４００ｎｍでの平均透過率を日立ハイテクノロジーズ社製
の分光光度計Ｕ－４１００により測定したところ、９０％であった。
【０１０８】
　（２）透明基材層（Ａ）、高屈折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）の屈折率
　（透明基材層（Ａ）の屈折率）
　厚み２５μｍの透明ポリエステルフィルム（東洋紡社製Ａ４１００）の、波長５７０ｎ
ｍの光の屈折率を、堀場製分光エリプソメーターＵＶＳＥＬを用いて測定したところ、１
．６８であった。
【０１０９】
　（高屈折率層（Ｂ）及び低屈折率層（Ｃ）の屈折率）
　厚み１００μｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）基材上に、厚み１００ｎｍの
高屈折率層（Ｂ）を真空蒸着して、屈折率測定用サンプル１を得た。同様にして、厚み１
００μｍのＰＥＴ基材上に、厚み１００ｎｍの低屈折率層（Ｃ）を塗布形成して、屈折率
測定用サンプル２を得た。これらのサンプル１及び２の波長５７０ｎｍの光の屈折率を、
堀場製分光エリプソメーターＵＶＳＥＬを用いてそれぞれ測定した。
【０１１０】
　また、各実施例／比較例で得られた光反射フィルムを用いた、バックライトユニットの
輝度特性（初期と湿熱耐久後）を、以下の方法で測定した。
【０１１１】
　＜輝度＞
　（初期）
　液晶表示装置（商品名：ＬＣ－３７ＧＸ１Ｗ、シャープ製）からバックライトユニット
を取り出し、当該バックライトユニットの光反射フィルムを、上記作製した光反射フィル
ムに取り換えた。光反射フィルムは、その透明基材層（Ａ）が光入射面となるように配置
した。得られたバックライトユニットの光反射フィルムが配置された面とは反対側で、且
つ光反射フィルムからの高さが２００ｍｍの位置に、輝度計（コニカミノルタ社製、製品
名「ＣＳ－２０００」）を設置し、面光源装置中央部を平行に配列された光源の垂直方向
に横断する形で、端から端まで０．６ｍｍ間隔で三刺激値Ｙ（輝度）[ｃｄ／ｍ２]を測定
した。これらの値の測定は２５℃で行った。また、輝度の値は大きいほど好ましい。
【０１１２】
　（湿熱耐久後）
　上記作製した光反射フィルムを、６０℃９０％ＲＨの環境下で５００時間静置した。そ
の後、得られた光反射フィルムを、上記バックライトユニットに備え付けられていた光反
射フィルムと取り換えた。光反射フィルムは、その透明基材層（Ａ）が光入射面となるよ
うに配置した。得られたバックライトユニットの三刺激値Ｙ（輝度）[ｃｄ／ｍ２]を、前
述と同様にして測定した。得られた湿熱耐久後の輝度を、初期の輝度に対する相対値とし
て求めた。
【０１１３】
　実施例１～８で作製した光反射フィルムの評価結果を表１に示し；比較例１～７で作製
した光反射フィルムの評価結果を表２に示す。
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【表１】
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【表２】

【０１１４】
　表１及び２に示されるように、実施例１～８の光反射フィルムは、比較例１～７の光反
射フィルムよりも、湿熱耐久後の輝度の低下が少なく、湿熱耐久性が良好であることがわ
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【０１１５】
　具体的には、低屈折率層（Ｃ）がＳｉＯ２である比較例２の光反射フィルムは、低屈折
率層（Ｃ）が樹脂層である実施例１及び２の光反射フィルムよりも、湿熱耐久性が低いこ
とが示される。また、保護層（Ｅ）が硫黄含有化合物を含まない比較例６の光反射フィル
ムは、保護層（Ｅ）が硫黄含有化合物を含む実施例１の光反射フィルムよりも湿熱耐久性
が低いことがわかる。これらのことから、低屈折率層（Ｃ）が樹脂層であり、且つ保護層
（Ｅ）が硫黄含有化合物を含む樹脂層であることで、光反射フィルムの湿熱耐久性を顕著
に高めることができることが示される。
【０１１６】
　さらに、低屈折率層（Ｃ）が硫黄含有化合物をさらに含むことで、湿熱耐久後の輝度の
低下を一層少なくしうることがわかる（実施例１と２の対比、実施例５と６の対比）。
【０１１７】
　さらに、保護層（Ｅ）がマット剤をさらに含む実施例３の光拡散フィルムは、保護層（
Ｅ）がマット剤を含まない実施例２の光反射フィルムよりも、ロール状に巻き取った際に
積層されるフィルム同士のくっつき（ブロッキング）を低減できることを確認した。
【符号の説明】
【０１１８】
　１０　光反射フィルム
　１１　透明基材層（Ａ）
　１３　高屈折率層（Ｂ）
　１５　低屈折率層（Ｃ）
　１７　金属反射層（Ｄ）
　１９　保護層（Ｅ）
　２０　液晶表示装置
　３０　液晶表示パネル
　３１　液晶セル
　３３、３５　偏光板
　４０　サイドエッジ型のバックライトユニット
　４１　光源
　４２　ランプリフレクター
　４３　導光板
　４５　光学フィルム
　４７　光拡散フィルム
　４９　プリズムフィルム
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